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審 査 の 要 旨 
【批評】 
立体視映像コンテンツは世界的に普及し需要が高まっているが、立体視映像には深度情報が必要であ
り、その制作コストが大きいという問題がある。本論文は、入力された単視点画像に対し、ユーザが
簡易な操作で対話的に深度情報を得られる 2つのシステムを提案し、さらにその深度情報を用いた多
様な応用例を示した。従来の機械学習に基づく全自動の計算手法では、単視点画像が入力の場合は実
用に耐える精度を得るのが困難であるという問題があるが、提案した一つ目のシステムでは、平坦な
広い地面を含む景観画像を想定することで、3 次元のシーンモデルを簡単なユーザ操作で構築するこ
とを実現した。もう一方のシステムでは、丘陵地のように曲面を含む景観や、果物や人物などの丸み
を帯びた形状を含む画像に対して、ユーザが粗く線を引くだけで深度情報を算出することを実現し
た。さらに、計算した深度情報を用いて、典型的な応用例であるステレオ立体視だけでなく、透視投
影を考慮して画像中の物体を再配置する手法や、カメラの被写界深度の模倣、霧の付加などの応用を
示した。さらに、実用上重要となる、画像中の物体の切り抜き手法についても、顕著度に基づく効率
的な計算方法を提案した。以上のように、本論文では新規性・有用性が認められる複数の手法が提案
され、博士論文として十分な内容を擁していると判断できる。 
【最終試験の結果】 
平成２７年２月４日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
